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平成 30年 (2018 年 )平成 30年 (2018 年 )

Ｐ２　　特集　　移住定住対策の取組をさらに推進し、本町の認知度を向上しますＰ２　　特集　　移住定住対策の取組をさらに推進し、本町の認知度を向上します

Ｐ４　　おしらせ　　町の正規職員を募集します、公立香住病院の正規職員を募集します　ほかＰ４　　おしらせ　　町の正規職員を募集します、公立香住病院の正規職員を募集します　ほか

Ｐ１５　連載　けんこう広場　ほかＰ１５　連載　けんこう広場　ほか

Ｐ２２　フォトニュースＰ２２　フォトニュース

Ｐ２４　香美町おさかな通信Ｐ２４　香美町おさかな通信

表紙　　村岡小学校であいさつ運動をする村岡高校の生徒の皆さん表紙　　村岡小学校であいさつ運動をする村岡高校の生徒の皆さん

今月の主な内容今月の主な内容
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総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
１
つ
「
新
し
い

人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、

移
住
定
住
対
策
の
取
組
を
さ
ら
に
推
進
し
ま

す
。

　

ま
ず
「
香
美
町
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
お
よ
び
移
住
定
住

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
都
市
部
で
の
相
談
会
へ
の
参
加
、
田
舎

暮
ら
し
フ
ェ
ア
な
ど
へ
の
出
展
・
参
加
を
積

極
的
に
行
い
、
本
町
の
認
知
度
の
向
上
を
さ

ら
に
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
情
報
に
興
味
を
持
っ
た
人

が
実
際
に
訪
れ
る
た
め
の
手
段
や
き
っ
か
け

を
提
供
す
る
た
め
、「
空
き
家
利
活
用
促
進

支
援
事
業
（
家
財
道
具
搬
出
等
補
助
、
お

試
し
住
宅
家
賃
補
助
）」、
移
住
希
望
者
の

活
動
支
援
と
し
て
、「
移
住
促
進
支
援
事
業

（
移
住
希
望
者
の
来
町
経
費
補
助
）」
に
加
え
、

移
住
体
験
で
き
る
施
設
の
開
設
支
援
補
助
制

度
を
新
設
し
、
本
町
へ
の
訪
問
を
促
進
し
ま

す
。

　

本
町
を
訪
問
し
た
人
や
訪
問
を
希
望
す
る

人
が
地
域
と
の
接
点
を
継
続
的
に
保
つ
手
段

を
提
供
す
る
た
め
、
都
市
部
住
民
を
対
象
と

し
た
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
（
本
町
と
の
関
わ
り

を
創
出
す
る
事
業
）
お
よ
び
移
住
体
験
ツ

ア
ー
を
年
間
通
じ
て
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、

実
効
性
の
あ
る
取
組
を
目
指
し
ま
す
。

重点施策【町内の活性化】重点施策【町内の活性化】

移住定住対策の取組を移住定住対策の取組を
　さらに推進し、本町の　さらに推進し、本町の
　　認知度を向上します　　認知度を向上します

●問い合わせ先　役場企画課●問い合わせ先　役場企画課

移
住
定
住
対
策
の
取
組

移
住
定
住
対
策
の
取
組

▲昨年 9月に東京ビッグサイトで開催された相談会の様子

▲移住定住ウェブサイト（WONDER KAMI）のトップページ
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

都
市
住
民
の
目
線
で
地
域
の
魅
力
を
掘
り

起
こ
し
、
町
内
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
、
現
在
７
人
配
置
し

て
い
ま
す
。

・
水
産
業
振
興
、
Ｐ
Ｒ
拡
大
事
業
…
鈴
木
俊
哉

・
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
…
北
田 

茜

・ 

移
住
サ
ポ
ー
ト
事
業(

空
き
家
バ
ン
ク
サ

ポ
ー
ト)

…
鍛
治
本
美
和

・ 

高
校
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
…

房
安
晋
也

・
観
光
情
報
発
信
推
進
事
業
…
西
川 

梓

・
日
本
で
最
も
美
し
い
村
運
営
事
業
…
河
田 

愛

・
移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
…
齋
藤
瑞
貴

　

さ
ら
に
、
本
町
と
関
わ
り
、
移
住
へ
の
興

味
を
抱
い
た
人
へ
の
仕
事
や
住
居
な
ど
の
情

報
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
起
業
希
望
者
を

支
援
す
る
た
め
、
既
存
の
起
業
・
創
業
支
援

事
業
に
加
え
、
移
住
定
住
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

就
労
支
援
情
報
を
新
設
し
、
移
住
希
望
者
へ

事
業
所
の
紹
介
を
は
じ
め
と
す
る
就
労
情
報

を
提
供
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
移
住
体
験
ツ

ア
ー
や
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

移
住
者
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
移
住
定
住
サ
ポ
ー

タ
ー
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
を
１
人
増
員

し
、
移
住
定
住
対
策
全
般
に
わ
た
る
連
携
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

▲（左から）房安、齋藤、北田、鍛治本、河田、西川、鈴木隊員

▲昨年度、開催されたスタディツアーの様子

地
域
内
循
環
型
経
済

地
域
内
循
環
型
経
済

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

地
域
内
循
環
型
経
済
を
目
指
し
、「
町
内

で
で
き
る
こ
と
は
、
町
内
の
事
業
者
で
」
と

い
う
考
え
方
を
基
調
に
、
公
共
事
業
な
ど
の

町
内
業
者
優
先
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、

住
宅
取
得
奨
励
金
制
度
お
よ
び
住
宅
改
修
費

助
成
金
制
度
の
継
続
、
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
に
よ
る
地
域
通
貨
の
発
行
支
援

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
地
元
消
費
へ

つ
な
げ
る
取
組
を
図
り
ま
す
。

▲ 木の駅プロジェクトで発行される
グリーンチケットの見本

　

総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
１
つ
で
あ
る

「
時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な

暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
と
連

携
す
る
」
施
策
と
し
て
、
新
し
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
引
き
続
き
推
進
し
ま

す
。
検
討
委
員
会
に
よ
る
内
容
検
討
と
併
せ

て
、
集
落
に
対
す
る
詳
細
調
査
（
聞
き
取
り

調
査
）
を
実
施
し
、
モ
デ
ル
地
区
の
選
定
を

行
い
、
集
落
と
の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら

着
実
に
取
組
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
町
民

向
け
の
講
演
会
や
研
修
会
を
開
催
し
、
意
識

の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

▲住宅取得奨励金制度などで交付される商品券の見本

▲新しい地域コミュニティのイメージ図（総務省の資料から）
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●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

役
場
総
務
課

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
採
用

町
の
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

町
の
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

「
こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」

づ
く
り
と
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
、
次
の

と
お
り
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

一
般
事
務
職
、
土
木
職
の
ほ
か
、
町
民
の

保
健
指
導
な
ど
を
行
う
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
、
そ
し
て
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
、

保
育
に
従
事
す
る
幼
稚
園
教
諭
、
公
立
香
住

病
院
の
医
療
事
務
職
な
ど
幅
広
い
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

働
く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
自
ら
も

成
長
し
、
町
の
発
展
の
た
め
に
町
民
と
協
働

し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼職種、採用予定人数、受験資格など

※ 免許および資格を取得する見込みの人が取得期限までに取得できなかった場合、試験に合格しても採用される資格を失います。

職種
採用予定人数

勤務先・主な業務内容 受験資格など

一般事務職

6 人
　役場本庁舎や各地域局などで一般行政の業務
に従事します。

　平成 4年 4月 2 日以降に生まれ、高等学校以上の学校
を卒業した人、または平成 31 年 3 月 31 日までに卒業見
込みの人

土木職（初級職）

1 人
　役場建設課や上下水道課などで工事の設計、
施工管理などの業務に従事します。

　昭和 58年 4月 2日以降に生まれ、高等学校以上の学校
を卒業した人、または平成 31 年 3 月 31 日までに卒業見
込みの人

医療事務職

1 人 　公立香住病院で医療事務に従事します。 　同上

幼稚園教諭

1 人
　町内の幼稚園で園児の教育に従事します。ま
た、町内の保育所などで保育に従事する場合も
あります。

　平成 4年 4月 2 日以降に生まれ、幼稚園教諭の免許お
よび保育士の資格を有する人、または平成 31 年 3 月 31
日までにいずれも取得見込みの人※

保健師

2 人
　役場本庁舎や各地域局などで保健指導などの
業務に従事します。

　昭和 63 年 4 月 2 日以降に生まれ、保健師の免許を有
する人、または平成 31 年 3月 31 日までに取得見込みの
人※

社会福祉士

1 人
　役場本庁や各地域局などで社会福祉などの業
務に従事します。

　昭和 63年 4月 2日以降に生まれ、社会福祉士の資格を
有する人、または平成 31 年 3 月 31 日までに取得見込み
の人※

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験
資
格
な
ど

　

下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
採
用
予
定
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降

■
試
験

　

【
第
１
次
試
験
】（
全
職
種
）

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
９
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　
　

・
香
住
文
化
会
館

　

▼
内
容

　
　

 　

教
養
、
作
文
、
事
務
能
力
の
試
験
と

性
格
検
査
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
土
木

職
は
作
文
試
験
に
替
え
て
専
門
試
験
を

行
い
ま
す
。

　

【
第
２
次
試
験
】（
全
職
種
）

　

 

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
　

 　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
個
別
に
通
知

し
ま
す
。

　

▼
内
容

　
　

・ 

一
般
事
務
職
、土
木
職
、医
療
事
務
職
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
…
グ
ル
ー
プ

討
議
お
よ
び
個
別
面
接

　
　

・ 
幼
稚
園
教
諭
…
グ
ル
ー
プ
討
議
、
個

別
面
接
お
よ
び
実
技
試
験

■
申
込
方
法

① 

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
交
付
…
役
場

ま
た
は
各
地
域
局
で
行
い
ま
す
。
郵
送
を

希
望
す
る
場
合
は
、
１
４
０
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
２
）
を
同
封
し

て
、
役
場
総
務
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

受
験
申
込
書
を
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

■
提
出
期
限

　

８
月
３
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
３
日
（
金
）

必
着
）。



■
合
格
発
表
か
ら
採
用
ま
で
の
手
順

　

・ 

合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載

し
、
そ
の
う
ち
か
ら
さ
ら
に
採
用
前
に

身
体
検
査
な
ど
を
行
い
、
採
用
者
を
決

定
し
ま
す
。

　

・ 

採
用
候
補
者
名
簿
は
、
確
定
の
日
か
ら

平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
有
効
で
す
が
、

す
べ
て
の
合
格
者
が
採
用
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

免
許
・
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
、
ま

た
は
免
許
・
資
格
取
得
見
込
証
明
書
を
添
付

し
て
同
病
院
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

■
提
出
期
限

　

８
月
31
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
31
日
（
金
）

必
着
）。

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数

　

 

① 

理
学
療
法
士
…
１
人

　

②
看
護
師
…
若
干
人

■
受
験
資
格
な
ど

　

① 

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

理
学
療
法
士
の
免
許
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
人

　

② 

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

看
護
師
の
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人

　

※ 

期
限
ま
で
に
免
許
を
取
得
で
き
な
か
っ

た
場
合
、
試
験
に
合
格
し
て
も
採
用
を

取
り
消
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降

■
試
験
（
全
職
種
）

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
９
月
16
日
（
日
）

　
　

※
時
間
は
応
募
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す

　
　

・
公
立
香
住
病
院

　

▼
内
容

　
　

 　

能
力
検
査
、
性
格
検
査
お
よ
び
個
別

面
接
を
行
い
ま
す
。
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

公
立
香
住
病
院

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
採
用

公
立
香
住
病
院
の
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

公
立
香
住
病
院
の
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
加
入

し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
で
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の

納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
や

死
亡
し
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
全
額
免
除
・
一
部
免
除

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
災
害
ま
た

は
失
業
・
倒
産
・
廃
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る

場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
全
額

免
除
ま
た
は
一
部
免
除
（
４
分
の
３
免
除
、

半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除
）
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
、
減
額
さ
れ

た
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
一
部
免
除
が
無

効
と
な
り
、「
未
納
期
間
」
と
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予

　

50
歳
未
満
の
本
人
と
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

・
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
）

・
印
鑑

（
失
業
の
人
）

・ 「
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
」
や
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
な
ど
の
写
し

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
８

平
成
30
年
度 

国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

免
除
・
猶
予
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

区 分 単身世帯 1人扶養 3人扶養

全額免除

納付猶予
57万円 92万円 162 万円

4分の 3免除 93万円 142 万円 230 万円

半額免除 141 万円 195 万円 282 万円

4分の 1免除 189 万円 247 万円 335 万円

▼免除を受けるための「所得」の目安
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地 区
区または

自治会（区）名
区長または

自治会（区）長名

香

住

区

香
住
地
区

境 守山 京都

一日市 長 一仁

若　松 伊藤 基嗣

香　住 中村 保男

西香住 西本 将則

七日市 稲垣 登也

駅　前 橘 康信

森 小西 登

間　室 山村 俊雄

油　良 渡辺 勢一

矢　田 谷原 登

下　浜 駒居 欣雄

奥
佐
津
地
区

九　斗 山本 勝昭

米　地 稲垣 長門

丹生地 北村 宏明

西下岡 佐下 定行

下　岡 髙橋 伸治

上　岡 竹中 幸生

隼　人 米田 和弘

畑 井垣 義和

大　梶 山盛 健一

三　川 見塚 修

土　生 三上 隆夫

本見塚 杉立 弥一郎

佐
津
地
区

相　谷 西村 孝志

奥安木 安田 純

浜安木 宮下 仙之助

訓　谷 福井 哲也

無南垣 田上 圭児
柴
山
地
区

浦　上 柴田 章二

上　計 今西 基

沖　浦 山本 実義

長
井
地
区

守　柄 中村 悟

加鹿野 山本 誠

三　谷 原 誠二

大　谷 藤澤 秀興

大　野 吉田 剛

小　原 山根 満

中　野 小谷口 敬行

藤 西根 成治

八　原 福田 好美

地 区
区または

自治会（区）名
区長または

自治会（区）長名

香

住

区

余
部
地
区

市　午 坂田 和男

梶　原 山﨑 鶴蔵

浜 久代 九十九

西 山西 健八郎

御　崎 門浦 光吉

鎧 藤原 政信

村

岡

区

村
岡
地
区

東　上 田中 勲

東　中 家現 清

本　町 水口 直美

野々上 荒垣 実世

殿　町 西村 彰

水　上 中島 眞次郎

川　上 上田 治

中　西 田中 勲

新　町 西村 寛司

西本町 太田 康清

用　野 古家 輝夫

鹿　田 岸本 栄一

相　田 田中 敏

神　坂 伊澤 宏昭

萩　山 田中 稔

板仕野 岡田 政和

大　糠 西村 満志

光　陽 地主 明

高　井 文堂 福一

寺河内 坂本 眞一

耀　山 東垣 典雄

市　原 坂中 日出夫

兎
塚
地
区

福　岡 西谷 仁

八井谷 井上 亮一

大　野 大林 敏晴

口大谷 岡澤 荒夫

中大谷 藤田 正芳

大　笹 田邊 文夫

高　坂 津崎 正三

池ヶ平 西井 秀一

和　池 西村 功

森　脇 森 清貴

黒　田 山根 文隆

宿 上田 富久雄

日　影 西村 一正

作　山 上坂 茂

地 区
区または

自治会（区）名
区長または

自治会（区）長名

村
　
岡
　
区

射
添
地
区

入　江 亀村 俊二

和佐父 杉谷 信義

和　田 大澤 一弥

長　板 古川 功兒

熊　波 伊井 義行

柤　岡 田中 眞徳

丸　味 小林 操

川　会 中村 重信

高　津 田中 則義

長　須 中村 孝一

味　取 岡本 秀喜

原 小谷 和夫

長　瀬 谷渕 要一

山　田 谷口 重雄

小　城 本谷 正伸

境 東垣 泰彦

小

代

区

神　場 上治 敏満

広　井 井上 則文

水　間 藤澤 茂樹

野間谷 　田 義則

実　山 穴田 廣元

平　野 長岡 寿老

茅　野 中村 吉久

新　屋 伍々 博一

秋　岡 朝倉 富征

東　垣 今井 秀明

佐　坊 上田 範夫

鍛治屋 水間 浩二

貫　田 田村 正明

忠　宮 岡村 昌美

久須部 福田 明志

大　谷 太田垣 修

城　山 中村 正直

神　水 田中 憲二

石　寺 藤原 敏和

猪之谷 前田 敏

熱　田 田淵 美榮子

（
52
）

（
21
）

 平成 30 年度 区長・自治会長・自治区長 （敬称略、平成 30年 6月 5日 現在）

（
47
）

 平成 30 年度 町連合自治会役員 （敬称略）

会　長　古川 功兒（村岡区）

副会長　田上 圭児（香住区）

　　　　田村 正明（小代区）

理　事　駒居 欣雄（香住区）

　　　　柴田 章二（香住区）

　　　　山根 満（香住区）

理　事　門浦 光吉（香住区）

　　　　坂本 眞一（村岡区）

　　　　太田垣 修（小代区）

会　計　西村 功（村岡区）

監　事　竹中 幸生（香住区）

　　　　藤澤 茂樹（小代区）

　6月 5日、役場本庁舎で町連合自治会総会が行われ、昨年度の事業報告や今年度の事業計画などの審議が行

われました。併せて、今年度の役員新体制が下記のとおり承認されました。

　なお、今年度お世話になる区長、自治会長および自治区長の皆さんは下表のとおりです。

●問い合わせ先　役場総務課・各地域局

お世話になります

平成 30 年度 町連合自治会平成 30 年度 町連合自治会
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

　町民の皆さんに、広く町政を知っていただき、一緒にまちづくりを進めるため「出前講座」を開設しています。

　出前講座は、町民の皆さんが主催される集まりに町職員が無料で講師として出向き、担当する業務について

お話をするものです。講座には下表のものがあります。また、ご要望があればこれ以外の業務も説明します。

注）担当部署で※があるものは町教育委員会部局

No 講座名（担当部署） 講座内容

1 防災安全（防災安全課） 町の防災体制、災害への備え方、対策など

2 予算から見た町づくり（財政課） 平成 30年度予算から見た町づくり

3 公共交通（企画課） バス、鉄道などの公共交通機関の使い方

4 町税のしくみ（税務課） 町税の概要について

5 賢い消費者になりましょう（町民課） 消費生活トラブル（高齢者を狙った詐欺商法、SNSやインターネット関連のトラブルなど）から身を守る

6 ごみの資源化・減量化に向けた取り組み（同上） ダンボールゴミコンポストを利用した生ごみの減量化、マイバッグ運動によるレジ袋の削減など

7 ごみの分け方・出し方（同上） 正しいごみの分け方・出し方について

8 国民健康保険、福祉医療助成制度（健康課） 国民健康保険、福祉医療助成制度、暮らしに役立つ給付内容（高額医療費の還付・貸付、補装具代の還付など）

9 健康づくり（同上） 食育や子育て、生活習慣病予防やこころの健康、歯の健康、予防接種など生涯を通した健康づくりの実践

10 後期高齢者医療制度（同上） 後期高齢者医療制度のしくみ、暮らしに役に立つ給付内容（高額医療費の還付、補装具代の還付など）

11 特定健診、特定保健指導、がん検診（同上） 健（検）診の意義、特定保健指導って何？、健康寿命を伸ばす生活習慣指導など

12 福祉施策（福祉課） 福祉の各種制度について（児童福祉、高齢者福祉、障害者福祉など）

13 介護保険（同上） 介護保険制度について（サービスや利用者負担、介護保険料、相談窓口など）

14 介護予防いきいき講座（同上） 高齢者の転倒予防、認知症予防、心の健康・食生活改善など

15 認知症サポーター養成講座（同上） 認知症を正しく理解し、当事者やその家族を温かく見守る応援者の育成など

16 山陰海岸ジオパーク（観光商工課） 山陰海岸ジオパークの概要とその魅力

17 農振農用地と農地転用（農林水産課） 農振農用地の指定と解除、農地転用許可について

18 道路網（建設課） 但馬地域の高速交通網と整備の現状

19 香美町の水道（上下水道課） 水道のあらまし、浄水場の見学

20 下水道のしくみ（同上） 汚水処理（水再生）のしくみ、浄化センター見学

21 下水道への接続相談（同上） 下水道接続なんでも相談

22 香美町ならではの教育（教育総務課※） 香美町教育振興基本計画、香美町教育の重点の概要

23 ３つの町民運動（同上） 読書、あいさつ、体力づくり運動について

24 ふるさと給食（同上） 学校給食を通じた食育、地産地消の推進など

25 学校教育（こども教育課※） 小中学校の教育について

26 就学前教育（同上） 就学前教育について

27 子育て学習（同上） 子育て学習について

28 香美町の歴史文化（生涯学習課※） 町内にある歴史や文化を分かりやすく解説

29 生涯学習とふるさと教育（同上） 生涯学習、ふるさと教育、社会教育の概要

30 人権を学ぶ（同上） ワークショップにより、人権について考える

31 ラジオ体操、ウオーキング講座（同上） 身近で継続できる体力づくり

32 オリエンテーリング（同上） オリエンテーリングの講習、体験

33 在宅介護（公立香住病院） 介護の心得と身体のお世話について

▼申し込み方法
　 　申し込みができるのは、原則、町内に在住、在勤、在学の 10人以上の団体・グループです。
　 　開催予定日の 2週間前までに、役場総務課へお申し込みください。
▼開催日時・場所
　 　原則、平日 13:00 ～ 21:00 までの間で 90分以内。会場は町内とします。
▼会場の手配など
　 　会場設営や講座運営は、申し込み団体が行ってください。会場使用料が必要な場合は、申し込み団体が負
担してください。また、材料費などは、申し込み団体に負担していただくことがあります。

▼開催にあたって
　 　政治、宗教、営利を目的とした講座には講師を派遣できません。

●問い合わせ先　役場総務課・各地域局

一緒にまちづくりを進めましょう

平成 30 年度 出前講座平成 30 年度 出前講座
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町
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る

人
が
充
実
し
た
環
境
を
得
ら
れ
る
よ
う
介
護

職
員
確
保
対
策
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
介
護
職
員
の
雇
用
確
保
と

資
格
取
得
の
た
め
の
助
成
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

町
内
の
介
護
保
険
事
業
所
で
新
た
に
介
護

職
員
と
し
て
働
く
人
に
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。対

象
者

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

① 

平
成
29
年
4
月
1
日
〜
平
成
33
年
3
月
31

日
ま
で
に
町
内
の
事
業
所
に
新
た
に
介
護

職
員
と
し
て
就
労
し
た
（
す
る
）
人

② 

１
年
以
上
継
続
し
て
就
労
し
て
い
る
人

(

社
会
保
険
に
加
入
し
、
勤
務
時
間
が
週

32
時
間
以
上)

③
採
用
時
の
年
齢
が
40
歳
以
下
の
人

④
申
請
時
に
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

※ 

過
去
に
町
内
の
介
護
保
険
事
業
所
に
勤
務

し
た
こ
と
が
あ
る
人
で
、
退
職
後
３
年
を

経
過
し
て
い
な
い
人
は
対
象
外

　

既
に
介
護
職
員
と
し
て
働
い
て
い
る
人
や

こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
人
が
、
資
格
を
取

得
す
る
た
め
に
必
要
な
研
修
受
講
料
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
申
請
時
に
対
象
研
修
終
了
後
１
年
以
内
の
人

②
申
請
時
に
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

③ 

町
内
の
介
護
保
険
事
業
所
に
就
労
ま
た
は

就
労
予
定
の
人

④ 

受
講
費
用
に
つ
い
て
他
の
助
成
を
受
け
て

い
な
い
人

対
象
と
な
る
研
修

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修

・
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

・
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

・
介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修

・
介
護
支
援
専
門
員
再
研
修

・
介
護
支
援
専
門
員
研
修
課
程

・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修

・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修

助
成
金
額

　

受
講
料
（
教
材
費
含
む
）
の
２
分
の
１
以

内
（
上
限
５
万
円
）

　

「
町
内
の
介
護
保
険
施
設
で
働
き
た
い
」

と
い
う
人
を
募
集
す
る
た
め
、「
香
美
町 

介

護
ス
タ
ッ
フ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
町
内
の
介
護
保

険
事
業
で
働
く
職
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
町

の
取
組
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
役
場
福

祉
課
や
各
地
域
局
で
お
配
り
し
て
い
る
ほ
か
、

町
Ｈ
Ｐ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額

　

就
労
し
て
か
ら
３
年
間
、
１
年
経
過
す
る

ご
と
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
１
年
経
過
…
５
万
円

・
２
年
経
過
…
10
万
円

・
３
年
経
過
…
15
万
円

※ 

採
用
時
の
年
齢
が
25
歳
以
下
の
人
は
右
記

の
金
額
に
５
万
円
ず
つ
加
算
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課
・
各
地
域
局

介
護
職
員
確
保
対
策
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

介
護
職
員
と
し
て
働
く
人
を
応
援
し
ま
す
！

介
護
職
員
と
し
て
働
く
人
を
応
援
し
ま
す
！

新
た
に
介
護
職
員
と
し
て
働
く
人

新
た
に
介
護
職
員
と
し
て
働
く
人

に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
！

に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
！

資
格
取
得
を
応
援
し
ま
す
！

資
格
取
得
を
応
援
し
ま
す
！

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
！

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
！

▲浜上町長から就労助成金を受け取る新規就労者

▲香美町 介護スタッフ・ストーリーのパンフレット

▲ パンフレット（町
HP）の QRコード

▲香美町 介護スタッフ・ストーリーのパンフレットのパンフレット
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本
年
度
か
ら
、
町
内
小
・
中
学
校
に
加
え

て
町
内
幼
稚
園
で
も
、
教
職
員
の
休
暇
取
得

を
促
進
し
、
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
お
盆
の
期
間

（
本
年
度
は
８
月
13
日
（
月
）
〜
15
日
（
水
））

を
学
校
閉
庁
日
（
教
職
員
が
一
斉
に
年
次
休

暇
等
を
取
得
し
学
校
に
勤
務
し
な
い
日
）
と

し
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
申
込
み
を
し
た
体
育
館
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
施
設
は
従
来
ど
お
り
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
学
校
閉
庁
日
に
各
学
校

へ
緊
急
に
連
絡
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

町
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

病
気
の
た
め
、
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
で

の
集
団
生
活
が
困
難
な
児
童
を
一
時
的
に
お

預
か
り
し
ま
す
。

●
対
象
児
童

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
児
童

・ 

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
の
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
、
幼
稚
園
に
通
所
し
て
い
る
児
童

・
満
１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
の
児
童

・ 

症
状
の
急
変
は
な
い
が
、
病
気
の
た
め
に

集
団
保
育
が
困
難
な
児
童

・ 

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
の
保

育
が
困
難
な
児
童

●
利
用
で
き
な
い
病
気

・ 

水
ぼ
う
そ
う
、
は
し
か
、
は
や
り
目
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
性
疾
患

・
症
状
の
急
変
の
可
能
性
が
高
い
場
合

※ 

利
用
前
に
香
住
病
院
で
受
診
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
診
察
結
果
に
よ
っ
て
は
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
実
施
場
所

　

公
立
香
住
病

院
２
階

　

病
児
保
育
室

「
お
ひ
さ
ま
」

●
利
用
定
員

　

２
人

●
利
用
時
間

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

　

受
付
…
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時
15
分

※
当
日
の
受
付
は
午
前
診
察
終
了
ま
で
で
す
。

※ 

今
年
度
は
、
金
曜
日
の
受
診
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
金
曜
日
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

前
日
ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
料
金

　

１
日
２
５
０
０
円
、
半
日
１
５
０
０
円

　

（
半
日
は
４
時
間
未
満
の
利
用
の
場
合
）

●
休
業
日

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始

●
申
込
方
法

　

①
仮
予
約

　

 　

香
住
病
院（
０
７
９
６
・
36
・
１
１
６
６
）

に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
病
児
保
育
室

に
転
送
し
、
仮
予
約
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

②
香
住
病
院
を
受
診

　

 　

利
用
が
可
能
の
場
合
、
医
師
の
確
認
証

を
発
行
し
ま
す
。

　

③
病
児
保
育
室
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
生
き
る
力
を
育
み
、
学
力

の
向
上
や
い
じ
め
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
教
職
員
が
児

童
・
生
徒
と
じ
っ
く
り
と
向
き
合
う
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
平
成
28
年
度
の
調
査
で
は
、
県
内
の

小
・
中
学
校
教
員
の
超
過
勤
務
時
間
は
平
均

で
３
時
間
を
超
え
、
但
馬
地
域
に
お
い
て
は

さ
ら
に
県
平
均
を
20
分
以
上
上
回
っ
て
お
り
、

教
員
の
時
間
的
・
精
神
的
負
担
が
増
大
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

「
教
職
員
定
時
退
勤
日
」「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」

の
取
組
は
、
県
内
す
べ
て
の
学
校
で
取
り
組

ん
で
お
り
、
本
町
で
も
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ

り
、
教
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
実
現
を
図
り
、

全
て
の
教
職
員
が
精
神
的
な
ゆ
と
り
を
持
っ

て
、
一
人
一
人
の
児
童
・
生
徒
に
向
き
合
う

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
教
育
課

町
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

学
校
閉
庁
日
を
実
施
し
ま
す

学
校
閉
庁
日
を
実
施
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
教
育
課

児
童
を
一
時
的
に
お
預
か
り
ま
す

病
児
保
育
事
業
を
始
め
ま
し
た
！

病
児
保
育
事
業
を
始
め
ま
し
た
！

① 

各
学
校
で
週
１
日
を
教
職
員
定
時
退

勤
日
と
し
て
実
施
す
る
。

② 

平
日
は
、
最
低
週
１
日
は
部
活
動
を

行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

③ 

土
曜
日
・
日
曜
日
は
、
最
低
月
２
日

は
部
活
動
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
、
競
技
会
な
ど
に
よ
り
部
活

動
を
行
っ
た
場
合
は
、
平
日
に
休
養

日
（
部
活
動
を
行
わ
な
い
日
）
を
設

け
る
。

「
教
職
員
の
定
時
退
勤
日
」「
ノ
ー

「
教
職
員
の
定
時
退
勤
日
」「
ノ
ー

部
活
デ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

部
活
デ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

▲病児保育室「おひさま」



広報 ふるさと香美 2018.7 － 10

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局　

℡
０
７
８
・
３
２
６
・
２
０
２
１

被
保
険
者
証
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
な
ど
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

　

７
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
（
水
）
か
ら
新
し

い
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
有
効

期
間
が
短
い
被
保
険
者
証
（
短
期
被
保
険
者

証
）
を
送
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
納
付
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同
一
世
帯
内
の

被
保
険
者
の
平
成
29
年
中
の
所
得
に
よ
り
算

出
さ
れ
た
平
成
30
年
度
の
住
民
税
課
税
所
得

と
平
成
29
年
中
の
収
入
額
を
も
と
に
計
算
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
状
況
の
異
動
や
所
得
の
更
正

に
よ
り
、
随
時
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
30
年
８
月
か
ら
現
役
並
み
所
得
者
の

所
得
区
分
が
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

「
現
役
並
み
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
該
当
し
て

い
る
人
は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
被
保
険
者
証
と
と
も

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
な
ど
ご
と

に
１
ヵ
月
間
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
、
外
来

・
入
院
と
も
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
（
柔
道
整
復
、鍼
灸
、あ
ん
ま
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
施
術
な
ど
は
除
く
）。

　

入
院
な
ど
で
自
己
負
担
額
が
上
表
の
限
度

額
を
超
え
る
場
合
は
、
限
度
額
認
定
証
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
の
担
当
窓
口
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

減
額
認
定
証
の
更
新
時
期
も
８
月
１
日
で

す
。
現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
で
８
月

以
降
も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に
は
、
被

　

平
成
30
年
８
月
か
ら
現
役
並
み
所
得
者
の

所
得
区
分
を
細
分
化
し
た
上
で
限
度
額
が
見

直
さ
れ
ま
す
。

保
険
者
証
と
一
緒
に
新
し
い
減
額
認
定
証
を

送
付
す
る
予
定
で
す
。

被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は

被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

限
度
額
適
用
認
定
証
（
限
度
額

限
度
額
適
用
認
定
証
（
限
度
額

医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
割
合

医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
割
合

８
月
１
日
（
水
）
で
す
！

８
月
１
日
（
水
）
で
す
！

額
認
定
証
（
減
額
認
定
証
）

額
認
定
証
（
減
額
認
定
証
）

認
定
証
）

認
定
証
）

と
自
己
負
担
限
度
額
な
ど

と
自
己
負
担
限
度
額
な
ど

所得区分
一部負担金

の割合

自己負担限度額（月額） 入院時の食事代

の標準負担額（1

食当たり）
外来

（個人ごと）

外来＋入院

（世帯単位）

現
役
並
み
所
得
者

Ⅲ
　同一世帯に、住民税課税所得 690 万円以

上の後期高齢者医療の被保険者がいる人※2

3 割

252,600 円＋（総医療費ー 842,000 円）× 1％

［多数回 140,100 円］※3

460 円※4

Ⅱ
　同一世帯に、住民税課税所得 380 万円以

上の後期高齢者医療の被保険者がいる人※1、2
167,400 円＋（総医療費ー 558,000 円）× 1％

［多数回 93,000 円］※3

Ⅰ
　同一世帯に、住民税課税所得 145 万円以

上の後期高齢者医療の被保険者がいる人※1、2
80,100 円＋（総医療費ー 267,000 円）× 1％

［多数回 44,400 円］※3

一
般

　同一世帯に、住民税課税所得 145 万円以

上の後期高齢者医療の被保険者がいない人

1 割

18,000 円

（年間上限 144,000 円）

57,600 円

［多数回 44,400 円］※3

低
所
得
者

Ⅱ 　世帯員全員が住民税非課税である人

8,000 円

24,600 円
210 円

［160 円］※5

Ⅰ

　世帯員全員が住民税非課税であって、か

つ各所得（公的年金等控除額は 80 万円と

して計算）が 0円の人

　老齢福祉年金の受給者

15,000 円 100 円

※１  ただし、次のいずれかに該当する場合は、町の担当窓口に申請することにより「一般」の区分になります。なお、対象となる可能性がある人には申請
書を送付しています。

　・ 同一世帯の被保険者が 1人　⇒　① 被保険者の前年の収入額が 383 万円未満、または② 同一世帯に 70歳以上 75歳未満の人がおり、被保険者と 70
歳以上 75歳未満の方全員の前年の収入合計額が 520 万円未満の場合

　・同一世帯に被保険者が 2人以上　⇒　被保険者全員の前年の収入合計額が 520 万円未満の場合
※２  昭和 20 年 1月 2日以降生まれの被保険者がいる世帯は、住民税課税所得額 145 万円以上であっても、被保険者全員の基礎控除（33万円）後の総所
得金額などの合計額が 210 万円以下であれば、1割負担となります。

※３  過去 12 か月以内に 3回以上、高額療養費の支給がある場合は、4回目以降は多数回の自己負担限度額となります（外来（個人ごと）による高額療養
費の支給及び後期高齢者医療制度以外での高額療養費の支給は、この回数に含まれません）。

※４  指定難病患者の方は 260 円です。精神病床へ平成 27年 4月 1日以前から平成 28年 4月 1日まで継続して入院されていた人で、引き続き何らかの
病床に入院されている人は、当分の間 260 円に据え置かれます。

※５ 過去 12ヵ月の入院日数（低所得Ⅱの認定を受けていた期間）が 90日を超える場合は、91日目からの額（160 円）。申請が必要。

▼平成 30 年 8月以降の医療費の一部負担金の割合と自己負担限度額など
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税
率
な
ど
の
決
定

　

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

税
の
税
率
が
表
１
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
課
税
限
度
額
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

　

①
医
療
費
給
付
費
分
…
58
万
円

　

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
…
19
万
円

　

③
介
護
納
付
金
分
…
16
万
円

　

ま
た
、
資
産
割
額
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

税
額
の
軽
減

　

世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）
お
よ
び

そ
の
世
帯
の
国
保
加
入
者
の
平
成
29
年
中
の

所
得
の
合
計
が
基
準
以
下
の
場
合
は
、
均
等

割
額
と
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す（
表
２
）。

　

た
だ
し
、
こ
の
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
町
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

税
額
の
算
定
方
法

　

国
保
税
は
国
保
加
入
者
の
年
齢
に
よ
り
算

定
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　

▼
40
歳
未
満
…
①
＋
②

　

▼
40
歳
以
上
65
歳
未
満
…
①
＋
②
＋
③

　

▼
65
歳
以
上
75
歳
未
満
…
①
＋
②

　
　
　

（
介
護
保
険
料
は
別
に
賦
課
）

　

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
お

よ
び
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
の

更
新
申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お
り

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

有
効
期
間
が
本
年
９
月
30
日
ま
で
の
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
10
月
１
日
以
降
も

引
き
続
き
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
す
る

人
（
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
に

つ
い
て
は
10
月
１
日
時
点
で
満
20
歳
未
満
の

人
）申

請
書
類

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
に
よ
り
一
部
省
略

で
き
る
書
類
が
あ
り
ま
す
が
、
書
類
を
省
略

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
申

請
窓
口
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
限

① 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
出
（
住
民
票
な
ど
必

要
書
類
を
省
略
）
す
る
場
合

・ 

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証

…
７
月
27
日
（
金
）
ま
で

・ 

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証　
　

…
８
月
10
日
（
金
）
ま
で

②
必
要
書
類
を
省
略
な
く
提
出
す
る
場
合

・ 

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証

…
８
月
10
日
（
金
）
ま
で

・ 

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証　
　

…
８
月
24
日
（
金
）
ま
で

※ 

９
月
28
日
（
金
）
ま
で
更
新
申
請
の
手
続

き
は
可
能
で
す
が
、
新
し
い
受
給
者
証
の

発
送
は
、
10
月
１
日
以
降
と
な
り
ま
す
。

※ 

更
新
手
続
き
の
案
内
を
各
受
給
者
宛
に
送

り
ま
す
。
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
、
必

ず
申
請
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
先

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
ま
た
は
新
温
泉
健

康
福
祉
事
務
所

※ 

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
で
の
受
付
は
、

７
月
24
日
（
火
）、
７
月
31
日
（
火
）
の

み
で
す
。

区分
①

医療給付費分

②

後期高齢者支援金分

③

介護納付金分

所　得　割 5.05％ 2.58％ 2.58％

均　等　割 17,680 円 8,670 円 11,580 円

平　等　割 14,200 円 7,000 円 6,180 円

課税限度額 58万円 19万円 16万円

（表 1）平成 30 年度 国保税 税率表

＜区分ごとの算出方法＞
　・所得割額＝（平成 29 年中の総所得金額など ― 基礎控除額 33 万円）× 税率
　・均等割額＝国保加入者１人にかかる定額
　・平等割額＝国保加入世帯にかかる定額

基準所得 軽減割合

33 万円 7割

33万円＋（被保険者数＋特定同一
世帯所属者数※）× 275,000 円

5 割

33 万円＋（被保険者数＋特定同一
世帯所属者数※）× 500,000 円

2 割

（表 2）所得による軽減割合

※特定同一世帯所属者とは…
　 国保から後期高齢者医療制度に移行し継続して
同じ国保世帯にいる人

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

平
成
30
年
度 

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た

税
率
な
ど
の
決
定
と
税
額
の
軽
減
措
置

税
率
な
ど
の
決
定
と
税
額
の
軽
減
措
置

●
問
い
合
わ
せ
（
申
請
）
先　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
７
９
６
・
26
・
３
６
６
２

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
医
療
受
給
者
証
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証

更
新
手
続
き
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

更
新
手
続
き
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
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①
郵
便
に
よ
る
申
請

　

通
知
カ
ー
ド
に
付
属
の
「
交
付
申
請
書
」

部
分
を
切
り
離
し
て
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

顔
写
真
を
貼
付
し
て
、
申
請
書
送
付
用
封
筒

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
個
人
番
号
を
証

明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
人
確
認
の
際
の

身
分
証
明
書
と
し
て
も
使
用
で
き
る
便
利
な

カ
ー
ド
で
す
。

　

ま
た
税
の
電
子
申
告
（
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ
）
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
使
用
で
き
、
交
付
手
数

料
は
無
料
で
す
。

に
入
れ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

通
知
カ
ー
ド
が
届
い
た
際
に
同
封
さ
れ
て

い
た
申
請
書
送
付
用
封
筒
の
有
効
期
限
が
、

平
成
29
年
10
月
４
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成
31
年
５
月
31
日
ま
で
延
長
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き

ま
す
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

　

交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
読
み
取
り
、
申
請
用
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
案
内
に

従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
、
顔
写
真
を
添

付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｐ
Ｃ
か
ら
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

③
ま
ち
な
か
の
証
明
用
写
真
機
か
ら

　

申
請
可
能
な
証
明
用
写
真
機
に
、
交
付
申

請
書
を
持
参
し
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
か
ら
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
申
請
」
を
選
択
。
撮
影
用
の

お
金
を
入
れ
て
、
交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
し
、
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
、

顔
写
真
を
撮
影
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

交
付
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、

住
所
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
や
、
交
付

申
請
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
役
場
町
民

課
ま
た
は
各
地
域
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
身
分
証
明
に
な

る
大
切
な
カ
ー
ド
で
す
の
で
、
ご
本
人
に
受

け
取
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
長
期
入

院
（
入
所
）
や
身
体
の
障
害
（
歩
行
が
困
難
）

な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に

限
り
、
代
理
人
に
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を
委

任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

交
付
日
時
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
「
交
付

通
知
書
」
を
申
請
者
の
住
所
に
送
付
し
ま

す
。

② 

交
付
通
知
書
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
住
基
カ
ー

ド
（
お
持
ち
の
人
の
み
）
を
ご
持
参
の
う

え
、
役
場
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
へ
必

ず
申
請
者
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

③ 

窓
口
で
本
人
確
認
、
暗
証
番
号
の
設
定
を

し
て
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。

　

※ 

15
歳
未
満
の
人
は
保
護
者
な
ど
が
同
行

し
て
く
だ
さ
い
。

　

※ 

受
け
取
り
時
間
は
平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す
。（
予

約
に
よ
り
時
間
外
交
付
も
可
能
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

本
人
確
認
の
身
分
証
明
書
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

申
請
方
法
に
つ
い
て

申
請
方
法
に
つ
い
て

受
取
方
法
に
つ
い
て

受
取
方
法
に
つ
い
て

代
理
受
領
に
つ
い
て

代
理
受
領
に
つ
い
て

▲個人番号カード交付申請書（表面）

▲個人番号カード（表面）
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平
成
29
年
夏
期
（
７
〜
８
月
の
２
ヵ
月
）

に
お
け
る
水
難
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

※
子
ど
も
と
は
中
学
生
以
下
を
い
う
。

※ 

子
ど
も
の
発
生
件
数
は
、
水
難
者
が
子
ど

も
の
み
の
場
合
を
い
う
。

　

主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
齢
層
別

　

水
難
者
６
４
７
人
に
対
し
、
子
ど
も
は
１

３
０
人
（
20
・
１
％
）
で
し
た
。

場
所
別
・
行
為
別

　

水
難
者
６
４
７
人
に
対
し
、
発
生
し
た
場

所
別
に
み
る
と

　

・
海　

３
７
７
人
（
58
・
３
％
）

　

・
河
川　

１
９
２
人
（
29
・
７
％
）

で
あ
り
、
行
為
別
に
み
る
と

　

・
水
遊
び　

１
４
７
人
（
22
・
７
％
）

　

・
水
泳　

１
２
７
人
（
19
・
６
％
）

で
し
た
。

　

死
者
・
行
方
不
明
者
２
４
８
人
に
対
し
、

発
生
し
た
場
所
別
に
み
る
と

　

・
海　

１
４
５
人
（
58
・
５
％
）

で
あ
り
、
行
為
別
に
み
る
と

　

・
魚
と
り
・
釣
り　

67
人
（
27
・
０
％
）

　

・
水
遊
び　

45
人
（
18
・
１
％
）

で
し
た
。

　

水
難
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
個
所
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

　

魚
と
り
・
釣
り
で
は
、
転
落
な
ど
の
恐
れ

が
あ
る
場
所
、水
泳
や
水
遊
び
で
は
、水（
海
）

藻
が
繁
茂
し
て
い
る
場
所
、
水
温
の
変
化
や

水
流
の
激
し
い
場
所
、
深
み
の
あ
る
場
所
な

ど
の
危
険
個
所
を
事
前
に
把
握
し
て
、
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

的
確
な
状
況
判
断
を
し
ま
し
ょ
う

　

風
雨
、
落
雷
な
ど
の
天
候
不
良
時
、
河
川

の
増
水
な
ど
水
難
の
恐
れ
が
高
い
と
き
に
は
、

釣
り
や
水
泳
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
体
調
が
悪
い
と
き
、
飲
酒
し
た
と
き
な

ど
は
、
海
や
河
川
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

釣
り
や
ボ
ー
ト
な
ど
で
水
辺
に
行
く
と
き

は
、
必
ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

保
護
者
な
ど
が
付
き
添
い
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
の
水
難
防
止
の
た
め
、
子
ど
も
１

人
で
は
水
遊
び
な
ど
を
さ
せ
ず
、
幼
児
や
泳

げ
な
い
子
ど
も
に
は
、
必
ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
、
保
護
者
が
付
き
添
う

な
ど
し
て
、
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

水
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

水
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

も
う
す
ぐ
、
楽
し
い
夏
休
み
で
す
。
夏
休

み
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
海
や
川
で
遊

ぶ
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

毎
年
、「
水
の
事
故
で
命
を
落
と
す
」
と

い
う
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
を
水
か
ら
遠
ざ
け

る
だ
け
で
は
、
悲
し
い
水
の
事
故
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
水
の
怖
さ
を
子
ど
も
た

ち
自
身
が
理
解
す
る
こ
と
で
す
。

　

海
や
川
と
遊
び
、
自
然
を
学
び
、
水
の
事

故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

引
用　

 

平
成
29
年
夏
期
に
お
け
る
水
難
の
概
況

（
警
察
庁
生
活
安
全
局
地
域
課
）

全
国
の
発
生
状
況
と
特
徴

全
国
の
発
生
状
況
と
特
徴

水
難
の
防
止
対
策

水
難
の
防
止
対
策

総数 子ども※

発生件数 511 件 83 件

水難者 647 人 130 人

うち死者・行方不明者 248 人 14 人

負傷者 125 人 35 人

無事救出 274 人 81 人

▼平成 29 年夏期の水難発生状況

▲場所別の水難者数

海 377 人
夏期における水難の概況夏期における水難の概況

647 人647 人

平成 29年平成 29 年

湖沼池
31 人

河川
192 人

プール
18 人

その他
4人

用水路
25 人

▲行為別の水難者数

夏期における水難の概況夏期における水難の概況

647 人647 人

平成 29年平成 29 年

水泳
127 人

水遊び
147 人

その他
210 人

魚とり・釣り
123 人

通行中
23 人

作業中
17 人
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　6月 4 日（月）から 8日（金）までの 5日間、町内４中学校の 2年生 156 人が、町内の 74

事業所で多くの指導ボランティアの皆さんにご協力、ご支援をいただきながら社会体験活動に

臨みました。それぞれの事業所で仕事を体験し、働くことの大変さとともに人としての生き方

や感謝の心など、たくさんのことを学ぶことができました。

　生徒の受け入れにご協力をいただいた事業所の皆さん、指導に当たっていただいた指導ボラ

ンティアの皆さん、また期間中、生徒に温かい励ましのお声掛けをいただいた多くの町民の皆

さんに心より感謝申し上げます。
※イラストは香美町役場で体験活動をした榎梨

り お な

緒奈さんが描いてくれました。

●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

①ノルディックウォークをしました（香住 B&G 海洋セン
ター）　②本の POP を作りました（白鳩書房）　③行政放送
をしました（香美町役場）　④下浜足跡化石の勉強をしまし
た（ジオパークと海の文化館）　⑤⑥ケーキやパンを作りま
した（マロニエ村岡店）　⑦チェンソーで木を切りました（北
但西部森林組合）　⑧⑨きれいに館内の掃除をしました（ふ
れあい温泉おじろん）　⑩⑪⑫園児と一緒にこいのぼりを作
りました（小代認定こども園）　⑬梨の袋かけをしました（丸
宮農園）　⑭⑮本を読んだり工作をしたりしました（佐津幼
稚園）　⑯製氷槽の蓋を掃除しました（但馬漁業協同組合）
⑰巡視艇こまゆきの操船を教えてもらいました（香住海上
保安署）⑱車の解体作業をしました（川戸自動車工業㈱）

①①

⑤⑤

⑩⑩

⑭⑭

⑰⑰ ⑱⑱

⑮⑮ ⑯⑯

⑪⑪ ⑫⑫ ⑬⑬

⑥⑥ ⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

②② ③③ ④④

地域に学ぶ地域に学ぶ

「トライやる・ウィーク」「トライやる・ウィーク」
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

平
成
平
成
3030
年
度
香
美
町
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン

年
度
香
美
町
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン

早
お
き
早
ね
朝
ご
は
ん　

こ
ま
め
に
動
い
て　

早
お
き
早
ね
朝
ご
は
ん　

こ
ま
め
に
動
い
て　

健健
け

ん

こ

う

け

ん

こ

う口口
生
活
【
口
腔
編
】

生
活
【
口
腔
編
】

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

町
で
は
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
定
め
、
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
健
康
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
「
健
口
生
活
」
は
「
口
腔
ケ
ア
を
実
践

す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

口
腔
ケ
ア
と
は
、
口
腔
清
掃
と
口
腔
機
能

の
維
持
・
向
上
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

お
口
の
中
の
健
康
は
生
活
習
慣
病
と
関
係

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
歯
周
病

と
糖
尿
病
に
は
相
互
関
係
が
あ
り
、
歯
周
病

が
ひ
ど
い
と
糖
尿
病
の
薬
が
効
き
に
く
く
な

る
た
め
悪
化
し
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
が
悪

化
す
る
と
歯
周
病
が
重
症
化
し
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
は
か
む
力
や
飲
み
込
む
力
の

低
下
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
次
の
口
腔
ケ

ア
を
実
践
し
、
お
口
の
健
康
か
ら
全
身
の
健

康
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
お
口
の
体
操
は
毎
日
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

お
口
の
体
操
（
あ
い
う
べ
体
操
）
を
す
る

こ
と
で
、
顔
が
引
き
締
ま
り
表
情
も
豊
か
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
唾
液
が
た
く
さ
ん
出
て
、

虫
歯
や
歯
周
病
、
口
臭
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

　

食
事
前
に
す
る
と
飲
み
込
み
が
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
時
間
の
な
い
人
は
、
入
浴
中
や

髪
を
乾
か
し
て
い
る
と
き
な
ど
に
「
な
が
ら

体
操
」
で
行
う
と
続
け
や
す
い
で
す
。

②
し
っ
か
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

よ
く
か
む
た
め
に
、
か
み
応
え
の
あ
る
食

材
（
ご
ぼ
う
や
れ
ん
こ
ん
な
ど
の
根
菜
類
や

切
干
大
根
、
豆
類
、
小
魚
、
す
る
め
な
ど
）

を
食
事
に
取
り
入
れ
、
30
回
を
目
安
に
か
み

ま
し
ょ
う
。
よ
く
か
む
こ
と
で
、
お
口
の
周

り
の
筋
力
が
つ
き
、
か
み
や
す
く
飲
み
込
み

も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
肥
満
や
認

知
症
の
予
防
に
も
な
り
、
子
ど
も
は
顎
の
骨

や
口
の
筋
肉
が
発
達
し
、
歯
並
び
や
か
み
合

わ
せ
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
口
腔
ケ
ア
に
取
り
組
み
、

健
康
家
族
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
で
行
う
毎
日
の
歯
磨
き
の
セ
ル
フ
ケ

ア
と
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
ケ
ア
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

セ
ル
フ
ケ
ア
と
は

① 

毎
食
後
の
歯
磨
き
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

就
寝
時
は
唾
液
の
分
泌
量
が
減
る
た
め
、

お
口
の
中
が
不
衛
生
に
な
り
ま
す
。
就
寝

前
は
必
ず
時
間
を
か
け
て
歯
磨
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

② 

歯
と
歯
の
間
の
汚
れ
は
、
歯
ブ
ラ
シ
だ
け

で
は
取
れ
ま
せ
ん
。
糸
よ
う
じ
や
歯
間
ブ

ラ
シ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
と
は

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
一
年
に
一

回
は
定
期
健
診
を
受
け
、
歯
磨
き
指
導
や
歯

の
掃
除
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
歯
周
病
の
早
期
発
見
と
予
防
の
た

め
に
歯
周
病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

歯
周
病
検
診
は
、
町
ぐ
る
み
総
合
健
診
で

無
料
受
診
で
き
ま
す
。

口
腔
清
掃
の
ポ
イ
ン
ト

口
腔
清
掃
の
ポ
イ
ン
ト

口
腔
機
能
の
維
持
・

口
腔
機
能
の
維
持
・

向
上
の
ポ
イ
ン
ト

向
上
の
ポ
イ
ン
ト

【磨き方】

歯ブラシを小刻み
に動かして磨く

歯ブラシの毛先を
きちんとあてて磨く

力が入り過ぎないよう
に、歯ブラシは鉛筆持
ちにしましょう。

「あー」「いー」「うー」「べー」を 1セットとして、
1日 30 セットを目安にしっかり口を大きく動か
しましょう。慣れるまでは一度にしないで、1日
2～ 3回にわけて行ったほうが続けやすいです。
※ 顎関節症や口を開けると顎が痛む人は、回数を
減らすか、「いー」「うー」のみを繰り返してく
ださい。

【あいうべ体操】
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●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

2021 年「ワールドマスターズゲームズ」が香美町にやってくる！2021 年「ワールドマスターズゲームズ」が香美町にやってくる！
　ワールドマスターズゲームズは 4年に 1度開催される大会で、オリンピックのような厳しい代表選考会は

なく、30才以上のスポーツ愛好家であれば誰でも参加できる生涯スポーツの世界大会です。参加選手は世界

150 カ国、50,000 人を目標とし、2019 年のラクビーワールドカップ、2020 年の東京オリンピックとともに

国際スポーツ大会が 3年続く「ゴールデンイヤーズ」に名を連ねるビッグイベントになっています。

　ワールドマスターズゲームズの醍醐味は、引退したプロ選手など元一流アスリートと競技を始めたばかりの

人など、競技場と客席に分かれていた双方が同じスタートラインに立って純粋にスポーツを楽しむことができ

るところです。

　前回のニュージーランド大会では水泳メダリストの鈴木大地

さんが 10㎞マラソンに出たり、元プロ野球選手が野球とゴルフ

をしたり、インドの 101 才の女性が砲丸投げに出場したりして、

話題を呼びました。

　2021 年に開催されるワールドマスターズゲームズは、アジア

で初開催となり、本町ではオリエンテーリングが行われます。

　オリエンテーリングとは、地図とコンパスを使い、山の中に設

置された複数のポイントをいかに早く回るかのタイムを競うス

ポーツです。元々はノルウェーで軍のトレーニングとして行われ

たのが発祥と言われ、地図を見て自由に走るコースを決めるのも

特徴の 1つとなっています。

　スポーツは、学生時代に体育の授業などで親しんできましたが、

いつしかプロ野球や相撲など観戦を楽しむ「見るもの」に変わっ

てきた人が多いのではないでしょうか。

　身近に行われる世界大会を機会に、スポーツを「見るもの」か

ら「するもの」として世界のスポーツ愛好家と一緒に家族や職場

の仲間とオリエンテーリングに出場してみませんか。

　オリエンテーリングの出前講座も開設していますので是非ご活

用ください。 ▲前回大会で使用されたオリエンテーリングの地図

▲大会で使用されるコンパス ▲山の中に設置されたポイント ▲世界各国から参加した前回大会の様子
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
河
田
愛
で
す
。

　

こ
の
町
に
移
住
し
、「
最
も
美
し
い
村
香

美
町
小
代
」
事
務
局
で
の
活
動
も
９
ヵ
月
が

経
ち
ま
し
た
。

　

今
年
の
２
月
頃
か
ら
、
小
代
区
の
皆
さ
ん

を
中
心
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
「
５
万
人

の
写
真
展
」
は
、
５
月
末
に
皆
さ
ん
の
写
真

を
会
場
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

撮
影
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
力
を
貸
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
写
真
は
、
７

月
13
日
〜
18
日
ま
で
、
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

（
東
京
都
港
区
）
で
展
示
さ
れ
ま
す
が
、
皆

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
は
な
か
な
か
難

し
い
の
で
、
何
と
か
し
て
、
会
場
の
様
子
を

皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
な
い
か
と
現
在
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
か
ら
戻
っ
て
き
た
写
真
を
今

年
の
秋
ご
ろ
に
は
、
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ

け
る
よ
う
展
示
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
の
広
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
、
具
体

的
な
内
容
が
報
告
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
新
し
い
目
線
か
ら
こ
の
町
の
美

し
さ
を
切
り
取
り
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
の

映
像
を
通
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
い
発
信
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

温
か
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
町
に
来
て
初
め
て

の
夏
に
な
り
ま
す
。
美
し
く
き
ら
め

く
海
と
山
を
思
う
存
分
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲ワークショップで説明をする河田隊員

香美町香美町
　地域おこし協力隊　地域おこし協力隊
　　　　　　　日記　　　　　　　日記

第16話第 16話

　これまで、防災行政無線戸別受信機は、火災など

の緊急放送と各区・自治区による放送を自動的に録

音していました。

　これからは、役場が放送している火・木・土曜日

の朝（6 時 40 分）と夜（19 時 30 分）に放送して

いる行政放送も自動的に録音します。

　放送内容を次の操作で確認することができます。

再生について

　戸別受信機の「再生」ボタンを押すと録音された

放送を確認することができます。

　一番新しい放送から順に連続で再生されます。再

生中に「再生」または「再生／次へ」ボタンを押せ

ば、次の放送を確認することができます。

　行政放送の放送中には、再生することはできませ

ん。また、再生中に放送を受信した場合は、放送が

優先されます。

停止について

　再生を止める場合は、「再生」ボタンを長押しす

るか、「緊急解除／停止」ボタンを押してください。

録音時間について

　録音時間は最大で 8件、または最長で 40分間の

放送を録音することができます。最大録音時間を超

えると一番古い放送から順に上書き消去されます。

香住区の防災行政無線デジタル化整備について

　今年度から来年度にかけて、香住区内のアナログ

方式の防災行政無線設備をデジタル方式に整備しま

す。香住区内の各世帯や事業所に配布している戸別

受信機も新しい戸別受信機になります。

　詳細が決まり次第改めてお知らせします。

役場が放送している行政放送の放送内役場が放送している行政放送の放送内
容を確認することができます！容を確認することができます！

●問い合わせ先　役場防災安全課
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　

〜
介
護
予
防
編
〜

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
を
ご
存
じ
で
す
か

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

人
生
を
全
う
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
介
護
が
必
要
な
状
態

と
な
っ
て
も
、
暮
ら
し
に
く
さ
の
軽
減

や
解
消
を
図
る
た
め
に
必
要
な
医
療
・

介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
を
、

地
域
全
体
で
切
れ
目
な
く
一
体
的
に
提

供
で
き
る
環
境
を
整
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

香
美
町
の
今
と
未
来

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
現
在
、
県
下
第

２
位
で
す
。
高
齢
者
人
口
は
徐
々
に
減

り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
15
歳
〜
64
歳
の

就
労
人
口
は
そ
れ
以
上
に
減
少
し
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
の
「
担
い
手

不
足
」
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
次
の
体
制
づ
く
り

に
取
組
み
ま
す
。

▼ 

介
護
が
必
要
な
人
…
必
要
な
福
祉
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
利
用
し
、
今

あ
る
能
力
の
維
持
向
上
。

▼ 

虚
弱
な
人
…
で
き
な
い
こ
と
へ
の
支

援
と
、
で
き
て
い
る
こ
と
の
継
続
や

改
善
可
能
な
部
分
へ
の
支
援
。

▼ 

元
気
な
人
…
介
護
予
防
と
健
康
の
保

持
増
進
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
は
、「
運
動
」「
栄
養
」

「
社
会
参
加
」
と
い
う
元
気
の
秘
訣
を

生
活
の
中
に
生
か
し
、「
役
割
や
仕
事

を
も
つ
こ
と
」
が
重
要
で
す
。
地
域
住

民
同
士
の
「
お
互
い
さ
ま
」
の
助
け
合

い
活
動
や
地
域
の
つ
ど
い
場
な
ど
で
運

動
に
取
組
む
な
ど
、
介
護
を
必
要
と
し

な
い
心
身
機
能
の
維
持
向
上
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

地
域
の
元
気
体
操
サ
ー
ク
ル　

　

元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
と
は
、
地
区
の

会
館
や
個
人
の
自
宅
、
車
庫
な
ど
を
活

用
し
て
、
週
に
１
回
ほ
ど
、
年
齢
や
心

身
の
状
況
に
関
わ
ら
ず
参
加
で
き
る
住

民
主
体
の
つ
ど
い
場
で
す
。
現
在
、
町

内
の
約
30
ヵ
所
で
開
催
さ
れ
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
や
体
力
向
上
を
通
じ
た

健
康
増
進
の
機
会
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
お
友
達
と
楽
し
く
体
操

サ
ー
ク
ル
に
取
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

新
品
種
「
な
し
お
と

め
」
は
、
兵
庫
県
が
初

め
て
育
成
し
た
新
し
い

梨
で
す
。
平
成
27
年
度

か
ら
町
内
の
梨
農
家
が

生
産
を
始
め
、
８
月
中

旬
か
ら
販
売
を
開
始
し

ま
す
。

　

な
し
お
と
め
の
特
徴
は
、

①
糖
度
が
12
〜
13
度
と
高
い

②
な
め
ら
か
な
舌
ざ
わ
り
で
み
ず
み
ず
し
い

③ 

や
や
洋
ナ
シ
の
印
象
を
醸
す
芳
醇
な
香

り
と
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
上
品
な
甘
味

④ 

プ
ロ
の
料
理
人
も
認
め
る
お
い
し
さ
で
、

新
た
な
梨
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
期
待

　

生
産
量
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
「
た
じ
ま
ん

ま
」
で
数
量
限
定
で
販

売
を
行
う
予
定
で
す
。

新
品
種
「
な
し
お
と
め
」
が

新
品
種
「
な
し
お
と
め
」
が

８
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
！

８
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
！

　

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま 

香
住
営
農

生
活
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
７
９
６
・
36
・
４

４
７
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
地
産
地
消
と
ふ
れ
あ
い
の
場
所

　

〜
オ
ジ
ロ
の
朝
市
〜

　

活
動
を
休
止
し
て
い
た
「
オ
ジ
ロ
の
朝

市
」
で
す
が
、
復
活
を
望
む
多
く
の
声
や

約
20
年
に
渡
り
続
け
て
き
た
「
火
」
を
消

さ
な
い
た
め
に
と
、
一
昨
年
か
ら
復
活
し

て
い
ま
す

　

ま
だ
手
探
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
産

地
消
を
目
指
し
、「
地
域
住
民
と
の
ふ
れ

あ
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
年
８
回
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
代
区
内
で
栽
培
、

収
穫
さ
れ
た
旬
の
野
菜

や
地
元
で
採
れ
た
山
菜

や
作
物
な
ど
の
加
工
品

を
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
（
７
月
以
降
）

７
月
15
日
（
日
）
午
前
７
時
30
分
〜

８
月
11
日
（
土
）
午
前
７
時
30
分
〜

９
月
16
日
（
日
）
午
前
７
時
30
分
〜

10
月
21
日
（
日
）
午
前
８
時
〜

11
月
18
日
（
日
）
午
前
８
時
〜

12
月
23
日
（
日
）
午
前
８
時
〜

◇
開
催
場
所

小
代
地
域
局
前
駐
車
場

問い合わせ先　役場農林水産課
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

【事例】

　大学のサークルで知り合った先輩から「もうけ

話がある」と誘われ、株の投資ソフトの購入を勧

められた。

　その後、先輩の知人が現れ、「人を紹介した

だけで 8万円が自分に入る」と言われ、さらに

「あなただけ特別に 240 万円の商品を半額にする。

そのうえ半額を会社が負担するので、残りの 60

万円だけを支払ってほしい」と勧誘された。

　お金がないと断ると「消費者金融から借りるよ

うに」と、付き添われて言われるがまま、会社員

だと身分を偽って 60万円を借りてしまった。

　1人も紹介できないし、やめたい。

【ひとことアドバイス】

◆ 投資ソフトを購入したうえで、その商品を販

売する商法です。人を紹介しただけで収入を

得ることのできる「もうけ話」はありません。

◆ 大学生や新社会人になると行動範囲が広がり、

言葉巧みに勧誘されたり、SNS で知り合っ

た友人に呼び出されたりして、トラブルに巻

き込まれるケースがあります。

◆ 自分自身も勧誘する側になり、人間関係を壊

し、金銭トラブルに陥ることになります。

◆ 「もうけ話」をうのみにせず、必要のない契

約はきっぱりと断りましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

人を紹介すれば収入になる？
～先輩から勧められた「もうけ話」～～先輩から勧められた「もうけ話」～

　本町では、平成 26 年 10 月から現行の分別区分

に変更し、ごみの減量化・資源化を進めてきました。

　また、適正な分別ができるよう、「ごみの分け方

・出し方ハンドブック」を全戸配布しています。

　しかし、ごみの出し方について、多くの問い合わ

せがあります。そこで、今回はよくあるお問い合わ

せについて回答します。

粗大ごみの出し方について

　ハンドブックに粗大ごみと書いてあるものは、粗

大ごみとして出してください。

　袋に入る大きさのものは、燃やさないごみ袋に入

れて、粗大ごみの日に出してください。ハンドブッ

クに「燃やすごみ」「燃やさないごみ」と書いてあ

るものでも、袋に入らなければ、シールを貼って粗

大ごみとして出してください。

● 粗大ごみと蛍光管は同じごみ袋に入れても大丈夫

ですか？

　蛍光管は水銀が含まれているため、粗大ごみとは

別の燃やさないごみ袋に入れて出してください。

　なお、白熱電球や LED電球は「燃やさないごみ」

ですので、他の燃やさないごみと同じ袋に入れて出

していただいてかまいません。

お菓子のカンはどうやって出したら良いですか？

　１辺が 20㎝を超えるカンは「燃やさないごみ」

で出してくださ

い。それ以下の

ものは、カン・

ビンの日に出し

てください。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

▲ 1辺が 20㎝を超える缶は燃やさないごみです。

ごみの分別の問い合わせ事例を紹介しごみの分別の問い合わせ事例を紹介し
ますます
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
受
賞
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

香
住
高
校
ボ
ー
ト
部（
香
住
区
矢
田
）

　

第
62
回
兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　

ボ
ー
ト
競
技
大
会　

男
子
舵
手

付
き
ク
オ
ド
ル
ブ
ル　

第
１
位

　

７
月
26
日
か
ら
開
会
す
る
平
成
30
年

度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
兵

庫
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

今
西
脩し

ゅ

う

た大
主
将
は
「
県
代
表
と
し
て

他
校
の
ク
ル
ー
の
気
持
ち
を
背
負
い
全

力
で
漕
ぎ
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

田
渕
和
正
（
小
代
区
大
谷
）

近
畿
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
会
長
表
彰

大
地
震
の
安
否
の
メ
ー
ル
の
返
信
は
「
大
丈
夫
」

と
う
枇
杷
の
実
甘
し　
　
　
　
　
　

有
本
さ
や
か

ひ
ろ
が
れ
る
柿
の
青
葉
の
さ
や
さ
や
と
保
育
園
児

の
お
散
歩
通
る　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
惠
子

鉢
植
え
の
大
菊
三
本
陽
を
受
け
て
す
く
っ
と
立
ち

を
り
花
の
開
け
ば　
　
　
　
　
　
　

岡
本
弘
子

父
の
日
に
娘
よ
り
届
き
し
袋
二
個
夫
の
好
み
の
焼

酎
二
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
美
栄
子

短
歌
詠
め
ば
友
達
も
で
き
話
題
あ
り
合
同
歌
会
に

会
え
る
も
楽
し
み　
　
　
　
　
　
　

田
中
富
美
子

山
里
に
ハ
マ
ナ
ス
の
花
さ
か
り
咲
け
ば
町
の
合
併

の
日
の
し
の
ば
れ
ぬ　
　
　
　
　
　

村
瀬
ト
シ

杖
突
き
つ
橋
渡
る
老
夫
婦
互
に
労
り
つ
風
に
吹
か

る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
栄
子

藤
過
ぎ
て
山
法
師
咲
く
山
と
な
れ
ど
寂
し
く
て
な

ら
ず
君
失
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

梅
雨
晴
や
思
い
叶
い
て
伊
根
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内
綾
子

浜
そ
ぞ
ろ
舟
屋
抜
け
く
る
風
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

梅
雨
晴
の
舟
屋
め
ぐ
り
て
五
七
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

早
乙
女
や
水
面
に
映
え
し
棚
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
渕
も
と
え

舟
屋
き
て
青
海
原
の
き
ら
き
ら
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
し
ず
子

大
屋
根
に
見
る
整
列
夏
か
も
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

道
子

大
屋
根
に
一
列
に
並
ぶ
夏
カ
モ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
田
鶴
子

鮎
く
れ
し
川
の
匂
ひ
を
つ
け
し
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

〜 

俳
句
講
座 
〜　

選
者 

栃
下 

喜
幸

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

▲浜上町長を表敬訪問した香住高校ボート部の皆さん

香
美
町
高
齢
者
大
学

「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

■
編
集
後
記
■

　

町
内
７
ヵ
所
の
海
水
浴

場
の
海
開
き
が
行
わ
れ
、

本
格
的
な
夏
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
村
岡

小
学
校
で
あ
い
さ
つ
運
動

を
行
う
村
岡
高
校
の
生
徒

の
皆
さ
ん
で
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、

３
つ
の
町
民
運
動
の
１
つ

と
し
て
「
あ
い
さ
つ
」
を

掲
げ
、
毎
月
第
１
月
曜
日

の
町
民
運
動
の
日
に
あ
い

さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
日
は
、
村
岡
高
校

の
生
徒
の
ほ
か
に
村
岡
小

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町
教
育

委
員
会
の
職
員
な
ど
も
あ

い
さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

地
域
の
大
人
が
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
。

「
あ
い
さ
つ
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
い

さ
つ
を
き
っ
か
け
に
地
域

の
つ
な
が
り
が
深
ま
る
と

い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
）
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（平成 30年 6月 20 日現在、順不同）

行政区 氏名 性別 保護者 出生日

※ このコーナーは、5.21 ～ 6.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

行政区 氏名 性別 死亡日

※ このコーナーは、5.21 ～ 6.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

まちのうごき
（平成 30 年 6 月 1 日現在）

人　口 17,986 人　（－ 19）

男 8,578 人　（－ 10）

女 9,408 人　（－ 9）

世帯数 6,628 世帯（－ 10）

（　）内は前月比
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5 月 23 日、小代小学校

5月 26日、K
カ ン イ チ

AN-ICHI

5 月 15 日、矢田川河川敷

5月 20日、兎和野高原グリーン広場

世界オリエンテーリングデイ 鮎の放流

うわのツツジまつり第 7回初級バーベキューインストラクター検定

　ワールドマスターズゲームズ 2021 関西の周知と

気運の向上を図ろうと、小代小学校 4年生と 6年

生がオリエンテーリング体験会を行いました。

　町教育委員会の担当者から、オリエンテーリング

の歴史や競技内容を聞いた後、体育館に設置された

コースで実際に体験しました。

　初めてオリエンテーリングをした 6年生の穴田

寛
ひ ろ と

人くんは「地図の見方が難しかったけど楽しかっ

た。またやってみたいです」と語ってくれました。

　バーベキューを手軽においしく楽しんでもらおう

と「第7回初級バーベキューインストラクター検定」

が行われました。

　県内外から参加した 22人の受講生は、座学やデ

モンストレーションで 2種類の炭の使い分けやス

テーキを上手に焼く方法などを学びました。

　日本バーベキュー協会の下城民夫会長は「バーベ

キューはコミュニケーションツールの一つ。スマー

トバーベキューを楽しんでほしい」と参加者に呼び

掛けていました。

　6月 1日のアユ漁の解禁を前に、地元の漁業資源

を守ろうと矢田川漁業協同組合が「アユの放流」を

行いました。

　青葉保育園園児と香住小学校３年生などが参加し、

矢田川漁業協同組合が用意した稚魚と香住高校海洋

科学科の生徒が育てた稚魚を放流しました。

　香住小学校 3年生の芳山正
まさ き よ

清くんは「小さいア

ユが川の上流に上っていくのがすごい。大きくなる

のが楽しみです」と語ってくれました。

　オレンジ色のレンゲツツジの咲く兎和野高原の素

晴らしさを体感してもらおうと「うわのツツジまつ

り」が開催されました。

　村岡少年少女音楽隊による金管バンド演奏や石窯

焼きピザなどのじげのグルメコーナー、森の遊び体

験コーナーなどで来場者は楽しみました。

　オリエンテーリング体験をした上田悠
ゆ う た

太くん（7

歳）は「番号を探すのが楽しかった。たくさん走っ

て疲れたけど、またやってみたいです」と語ってく

れました。

▲手軽においしく楽しめるバーベキューを説明する下城会長（右から 3人目）

▲オリエンテーリングを体験する児童の皆さん ▲鮎の稚魚を放流する児童の皆さん

▲金管バンド演奏をする村岡少年少女音楽隊の皆さん
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

6 月 10 日、佐津海水浴場

▲長い箸で悪戦苦闘する参加者の皆さん

第 13 回初夏！ジオパークで食べるイカソーメン早食い大会

　日本海の夏の味覚である活イカを PR しようと

「第 13 回初夏！ジオパークで食べるイカソーメン

早食い大会」が開催されました。

　お皿に入った約 100 ｇのスルメイカの刺身を長

さ約 40㎝の箸を使い、県内外から参加した 20 人

が早食いを競いました。

　神戸市から参加し、15 秒で優勝した宮脇將
まさる

さん

は「イカはおいしいですが、スピードを競うとなか

なか味わうことができなかった。いただいた賞品は

ゆっくり味わいたいです」と語ってくれました。

▲コースの最高地点で声援を送る町民とそれに応えるランナーの皆さん

6 月 10 日、小代区内

第 26 回みかた残酷マラソン全国大会

　全長 24㎞、最大標高差 408.7 ｍのカーブと起伏

の激しいコースに挑戦する「第 26回みかた残酷マ

ラソン全国大会」が開催され、北は北海道から南は

鹿児島までの 2,717 人のランナーが、沿道での声

援を受けながら小代区内を走りました。

　コースの最高地点である吉滝キャンプ場で声援を

送っていた小林芽
め い

生くん（9歳）は「ランナーの皆

さんに最後まで頑張ってほしいという気持ちで応援

しました」と語ってくれました。

▲浜上町長を表敬訪問した渡部さん

6 月 15 日、役場本庁舎

JICA ボランティア派遣表敬訪問

　独立行政法人国際協力機構（JICA）の「青年海

外協力隊」として東南アジアの東ティモール民主共

和国に派遣される香住区余部出身の渡部友
ゆ り

梨さん

（東京都在住）が、派遣を前に浜上町長を表敬訪問

しました。

　7月 17 日に出発し、2年間の派遣となる渡部さ

んは「主な活動は感染症予防や栄養指導などの保健

指導となります。日本人としての知識や自分のスキ

ルを生かしたい」と抱負を語ってくれました。

▲さわやかな初夏の森で、演奏を楽しむ来場者の皆さん

6 月 2日～ 10日、たじま高原植物園

第 12 回癒しの森のガーデンショー

　さわやかな初夏の森で、色とりどりの寄せ植え作

品や音楽を楽しんでもらおうと「第 12回癒しの森

のガーデンショー」が開催されました。

　県内外から 142 点の出展があった寄せ植えのコ

ンテナガーデンコンテストや森の案内人によるガー

デンガイドツアーなどが行われました。

　初日のガーデンコンサートでは女性デュオ「アー

ル・ド・ヴィーヴル」によるオカリナとピアノの演

奏を来場者は楽しみました。
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▲水揚げされたばかりのシロイカ

▲夏の風物詩「活イカ料理」

　

さ
て
、今
回
は
夏
の
風
物
詩
「
シ
ロ
イ
カ
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
出
だ
し
か
ら
な
ん
だ
い
や
！
」
と
言
わ

れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
実
は
正
式
名
称

と
し
て
の
「
シ
ロ
イ
カ
」
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

シ
ロ
イ
カ
は
一
般
的
に
市
場
で
使
わ
れ
て

い
る
俗
称
で
、
山
陰
地
方
で
シ
ロ
イ
カ
と
呼

ば
れ
て
い
る
の
は
ヤ
リ
イ
カ
科
の
「
ケ
ン
サ

キ
イ
カ
」
と
言
い
ま
す
。

　

甘
く
て
濃
厚
な
味
わ
い
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

料
理
に
合
い
、
美
味
な
イ
カ
と
し
て
定
評
が

あ
り
ま
す
。
特
に
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
の
ス
ル
メ

は
「
一
番
ス
ル
メ
」
と
呼
ば
れ
、
最
も
等
級

の
高
い
ス
ル
メ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
刺
身
は

も
ち
ろ
ん
、
定
番
の
イ
カ
焼
、
天
ぷ
ら
、
塩

辛
な
ど
ど
ん
な
調
理
を
し
て
も
お
い
し
い
イ

カ
し
た
ヤ
ツ
で
す
。

　

真
夏
に
本
町
の
民
宿
や
旅
館
で
出
さ
れ
て

い
る
「
活
イ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
生
き
た
ま
ま

の
イ
カ
を
さ
ば
い
て
お
刺
身
で
食
べ
る
も
の

に
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
、
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
こ
の
町
の
夏
の

風
物
詩
で
す
ね
。

　

ケ
ン
サ
キ
イ
カ
は
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

で
も
大
人
気
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。「
ス
ッ
テ
」

と
呼
ば
れ
る
疑
似
餌
を
使
用
し
、
船
の
漁
火

に
集
ま
る
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
を
狙
う
「
イ
カ
メ

タ
ル
」
と
言
う
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が
近

年
大
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
カ
の
繊
細
な
ア
タ
リ
を
感
じ
て
掛
け
る

非
常
に
ゲ
ー
ム
性
が
高
い
釣
り
な
の
で
楽
し

い
で
す
よ
！

　

食
べ
て
美
味
し
い
！
釣
っ
て
楽
し
い
！

　

こ
の
夏
、
シ
ロ
イ
カ
は
イ
カ
が
？

おさかな通信
香美町 魚

とと

の四…シロイカ

　皆さん、こんにちは！「香美町とと活隊」の森俊介です。

　私の仕事は水産関係ではありませんが、魚釣りや魚を食べることが大好き

で「香住の魚はうまいでぇ～！」と伝えたいと思い、とと活隊に入りました。

　私は隊員の中でも若手ですが、私たち若い世代は魚食離れが顕著です。隊員として活動す

る中で、魚食普及のために「自分にできることは何だろう？」と日々考えています。

　「魚を食べなさい！」ではなく「魚を食べるとこんないいことがあるよ」と伝え、魚を知っ

たり触れたりする機会を作ることで、私が力になれればいいなと思い活動しています。

大好き

ました。


